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そせき　礎　石

かねびつ　金　櫃

市指定
所在地：寺内

市指定
所在地：北新町

江戸時代に記された篠
山藩領の地誌「丹波志」
によれば、往古知足谷か
ら三岳へ登る中腹に、知
足寺という寺院があり、
そこにあった鳥居の袴石

はかまいし

、
または宝塔の真柱の礎石
を当地へ移したものとさ
れる。
縦115㎝、横110㎝、高
さ40㎝、中央に直径35㎝
の穴が底まで貫通して穿
ってある。
大賣
おおひるめ

神社所在。

篠山藩政時代に使用し
ていた石製の金庫である。
篠山城大手馬出の北側
（現さくら銀行篠山支店地
内）には、もと篠山藩貨
幣司が藩関係の金融取引
を行っていた掛所があっ
た。その土蔵床下の土中
に埋められていたのが、
当石製金櫃である。
花崗岩製の板石を組み
合わせた櫃で、上蓋は6枚
の板石が並ぶようになっ
ている。
縦216㎝、横120㎝、深
さ70㎝、石の厚さ12㎝。


